
•2009
●訪問　韓国/済州島　沈雨晟ひとり芝居のための
打合せ　２／１６～１８　渡辺真知子、高畠ルミ
●渡航　９／１６～１８　小梛田美子　フランス/ウニマ
執行委員会会議・スペイン/カタルーニャ言語文化研
究所訪問・オランダ/ウニマ女性委員会打合せ
●参加　フランス/「シャルルヴィル･メジエール世界人
形劇フェスティバル」　９／１８～２７　小梛田美子、西
本勝毅、児玉真理、城田雅子、坂上浩士、松尾 達

•2010
●会議　オランダ/ウニマ臨時総会　６／１７～７／２　
小梛田美子
●来団　ドラ･カンテーロ（スペイン）　８／１２
●短期留学　ブルガリア国立映画演劇アカデミー
（NATFIZ）に　９／１０～１２／５　柴崎喜彦
●打合せ　スペイン、ブルガリアヘ　９／１７～２５　
小梛田美子
●プロデュース　ポーランド/ビャウィストック人形劇
場　『ショパンの幻想』矢板、浜松にて公演　１１／２１～
２９　小梛田美子
●第１８回海外公演　スペイン/「トローサ国際人形劇
フェスティバル」招待　１１／２７～１２／５　（詳細上記参照）

•2011

•2012
●＜世界の人形劇シリーズ 特別公演No.21＞　中国
/伝統棒遣い人形の至芸　譚志遠の世界上演３／７　
●参加 イギリス/「パンチ３５０歳誕生祝い」 ５／１２、１３
竹内とよ子、高畠ルミ
●第２０回海外公演　中国/成都　第２１回ウニマ大
会・世界人形劇フェスティバル招待参加　５／２７～６
／３　　（詳細上記参照）

•2013
●依頼　台湾/イフキッズ『ドリーム･キャッチャー』
人形製作／佐久間弥生　人形操作指導／大橋友子
指導５／２９～３０　観劇７／２５～２７　（関連記事p３２）
●参加　チェコ/リベレッツ「マテジンカ国際人形劇
祭」　６／１８～２２　小梛田美子
●参加　スロベニア／「マリボル人形劇フェス」　 ９／

•2014
●出席　キューバ／ウニマ評議会・執行委員会に　
４／１５～２９　小梛田美子
●招待参加　スロバキア/「ニトラ人形劇フェスティバ
ル」　６／８～１５　小梛田美子
●出席　ドイツ/ウニマ女性委員会に
招待参加　「マクデブルク人形劇フェス」　６／２０～２９
小梛田美子
●＜世界の人形劇シリーズ No.22＞　ブルガリア/
クレドシアター『外套』『おとうさんのすることはいつも
よし』　上演１０／２１～２６　全国ツアー１０／１４～１８
●参加　スペイン/「トローサ国際人形劇フェスティバ
ル」　１１／２１～１２／４　小梛田美子

＜国際活動年表＞ １２～１０／２　小梛田美子
●参加　ブルガリア/スタラ･ザゴラ人形劇場「ピエロ
フェス」　ウニマ女性委員会に　小梛田美子
●出席　アゼルバイジャン/ウニマ執行委員会　１１／
７～１３　小梛田美子

●打合せ　香港/第21回ウニマ大会と国際人形劇
フェスティバルのために　５／１８～２５　小梛田美子
●出席　ドイツ/マクデブルグ　ウニマ女性委員会
６／１８～２４　小梛田美子
●＜世界の人形劇シリーズ 特別公演No.17＞ロシア/
モスクワこども人形劇場　『はりねずみとうさぎとく
ま』　上演７／３１～８／７　
●＜世界の人形劇シリーズ No.18＞　スペイン/劇団
ラ･ファンファーラ　『プルチネラに乾杯！』　上演８／１
０･１１　全国ツアー７／２３～８／１４
●＜世界の人形劇シリーズ 特別公演No.19＞　台湾
/新興閣掌中劇団『西遊記』　上演８／１３　
●第１９回海外公演　台湾/新北市　子ども芸術フェ
スティバル参加　９／２９～１０／２　（詳細上記参照）
●招待　ブルガリア/「ゴールデン･ドルフィンフェス
ティバル」審査員として　１０／１～７　小梛田美子

　プークは、１９５７年モスクワで開催された「世界青年学生平和友好祭」へ代表を派遣し、そこから実際の国際活動が始ま

りました。以来プークは広く世界の人形劇人と交流を深め、情報を交換し、刺激し合ってきました。長い間先頭に立ってき

た川尻泰司（元劇団代表）のあと、２００４年ウニマ・リエカ大会で小梛田美子がウニマ執行委員（同時にウニマ副会長に選

出２００４～２００８）となり、精力的に世界を駆け回っています。一方で＜プーク人形劇場企画製作／世界の人形劇シリーズ

＞は、伊井治彦を中心に新しいスタッフが定着、精力的にプロデュースを展開しています。毎年発行している「プーク人形

劇場通信」英語版編集長は市橋亜矢子がになっています。２０１８年５月からは川尻麻美夏が日本ウニマ副会長となり、国際

活動の世代交代を進めています。

●２０１０年１１月２３日～１２月７日　＜第１８回海外公演＞　
スペイン・トローサで開催の第２８回トローサ国際人形劇フェスティ
バルの招待を受け、『くまの子ウーフ』を上演しました。２都市、２日、
５ステージ。現地の人形劇人の依頼を急遽受け、ワークショップもし
ました。演出の井上幸子も同行、メンバー／岡本和彦、早川百合子、
佐藤文子、山越美和、井上彩香、松原亜沙美、芦辺靖 (フリー )。
●「日本の人形劇展 in スペイン ２０１０ -Window to Japanese 
Puppetry-」として、日本の人形劇団の上演ほか、およそ１６０体の人
形展示がスペイン・バスクの地トローサで実現。プークの『はだかの
王様』『天守物語』、ノーヴァ製作 TV 人形等を展示。実質的に主催し
たのは２００９年に開設した「トローサ国際人形劇」。Ｍ・アレッチェ氏
とイドヤ氏がリードし、日本側は実行委員会として松沢文子・植松淳・
小梛田美子を中心に全国のウニマ会員や関係者の協力で開催。設営に
はノーヴァより菅澤敬一も参加しました。

●２０１１年１０月１、２日　＜第１９回海外公演＞　
台湾の児童劇団「イフキッズ」３度目の要請により、『おれはマ
マじゃない！』『ふしぎな箱』を上演。野外ステージでの公演と
なり、雨に見舞われましたが、世界共通の人形劇の世界に観客も
熱心に観劇してくれました。メンバー／大橋友子、柴崎喜彦、西
本勝毅、川尻麻美夏。
●２０１３年５月２９、３０日　７月２５～２７日　同劇団の依頼で、新
作『ドリーム・キャッチャー』の人形製作を佐久間弥生が担当、
大橋友子が人形操作指導を、２回に亘り訪台しています。

●２０１２年５月２５日～６月４日　＜第２０回海外公演＞　
　中国 / 成都で開催の第２１回ウニマ大会・国際人形劇フェスティ
バルへ公式招待劇団として『ねぎぼうずのあさたろう』を上演す
るために中国へ。４年に一度開催されるウニマ大会は、盛大に行
われます。プークは、フェスティバル前日２６日の開幕式リハーサ
ルより参加、たくさんの海外人形劇人と交流できました。プーク
の公演は１日３回公演でしたが、久しぶりの国際フェスに懐かし
い人たちが観劇しに来てくれました。私たちも精力的に沢山の人
形劇を手分けして観劇しました。中国の伝統的な人形劇の技には
舌を巻くほど、伝統芸を学ぶ学校も各地にあり、学生の参加も多
く見られました。合間には成都にあるパンダ園へ、本場パンダ国
との実感！ パンダの人形劇も多いのにも納得です。
メンバー／滝本妃呂美、市橋亜矢子、西本勝毅、栗原弘昌、野田
史図希、吉川安志、井上彩香、芦辺靖。
　大会では、２８項目にわたる議題が５日間討議されました。日本
ウニマ会長でもあった小梛田美子が出席し、執行委員として再選
されました。

　１９２９年５月、プラハ（チェコスロバキア）で設立総会が行わ
れました。演劇分野では最も歴史のある国際組織です。現在の本
部は１９８０年からシャルルヴィル･メジエール（フランス）にあ
ります。４年に一度、開催する総会では国際人形劇フェスティバ
ルも併催されるのが慣例です。日本では総会とフェスティバルを
合わせて「大会」と呼んでいます。センターのある国は１００カ

国を越え、全世界に７０００人以上の会員がいます。
　日本ウニマは、【国際人形劇連盟日本センター】で、１９７６
年に発足しました。２０１５年からは【NPO 法人日本ウニマ（特
定非営利活動法人国際人形劇連盟日本センター）】になりました。
日本のウニマ会員は２５６人（団体数１４）です。

●＜世界の人形劇シリーズ 特別公演 No.２０＞　
ブラジル/ブルーノ･デスカベス　上演１１／１１ 

●＜世界の人形劇シリーズ No.16＞　イギリス/ロ
バート･スタイルズ 『パンチ＆ジュディ』 上演１１／６、７
　他レクチャー、ワークショップ開催
●公演参加　コロンビア／日本人移住80周年記念「日
本の宴」  １１／４～１５　星野 毅、児玉真理（写真左下）

①第21回ウニマ成都大会
大会最終日、４年後の開催国が決まり、

成都からトローサ（2016・スペイン）に
ウニマの旗が渡された瞬間。

②開会式にはたくさんの人形が集合しました。

③『ねぎぼうずのあさたろう』終演後、現

地スタッフ、通訳の学生さんたちと。

•2015
●招待参加　ギリシャ /「キルキス国際人形劇フェス
ティバル」　５／１６～２５　小梛田美子
●欧州視察　小梛田美子
チェコ/アルファ人形劇場新作観劇　６／３～１４　
「マテジンカ２０１５」参加　６／１６～１９
オランダ/「スティルス国際フェスティバル」招待参加　
６／２０～２４　
●参加　インドネシア/「アセアン-ジャパン人形劇交
流祭典２０１５」　８／３～１１　中山正子、川尻麻美夏
●＜世界の人形劇シリーズ 特別公演No.23＞　イタ
リア/ジャンルーカ・ディ・マッティオ『ザ･プルチネラ』
　上演８／１２　
●会議　インド/ウニマ執行委員会　９／９～１６　
小梛田美子
●参加　フランス/「シャルルヴィル･メジエール
世界人形劇フェスティバル」　９／１８～２７
ウニマ女性委員会出席　小梛田美子

1983年 『はだかの王様』の人形 1993年 『天守物語』の人形

2011年 イフキッズ代表チョウさんと

2013年 人形操作指導をする大橋友子

ウニマ（UNIMA）とは、【国際人形劇連盟Union Internationale de la Marionnette】です。

国際活動２００９～２０１９

■スペイン・トローサ国際人形劇フェスティバル
『くまの子ウーフ』と「日本の人形劇展 inスペイン 2010」

■中国／第 21回ウニマ世界大会
『ねぎぼうずのあさたろう』上演

3332

■台湾／イフキッズとの交流
① ②

③



•2016
●会議　スペイン/トローサ |サン・セバスチャン　
第２２回ウニマ大会　５／２８～６／５　小梛田美子、
伊井治彦
●訪問　ブルガリア/ソフィア中央人形劇場７０周年
を祝い「だるまちゃん」の人形を贈る　６／７
●招待　チェコ/スクポヴァ国際人形劇フェス　
小梛田美子、伊井治彦
●参加　オランダ/ドルドレヒト　「国際マイクロフェ
スティバル２０１６」　８／２９～９／６　小梛田美子
●＜世界の人形劇シリーズNo.25＞　ブルガリア/ク
レドシアター　『外套』『おとうさんのすることはいつ
もよし』　上演９／２５、２７
●スタッフ参加　ポーランド・日本共同製作『四季＜
ポーランド＞』　９／２６～１０／９　小梛田美子

•2017
●＜世界の人形劇シリーズ 特別公演No.26＞ ハンガ
リー/ミクロポディウム　上演３／２、３
●会議　中国　「第２回南充国際人形劇アートウイー
ク」　６／１～６　小梛田美子
●招待参加　チェコ　「マテジンカ国際人形劇フェ
ス」　６／１３～１７　小梛田美子
●＜世界の人形劇シリーズ  No.27＞ オランダ/スタッ
フド・パペット『マチルダ』 上演８／７～９ 全国ツアー
●参加　オランダ/「国際マイクロフェスティバル２０１
７」　８／３０～９／７　小梛田美子、伊井治彦
上演参加「一人三番叟、かっぽれ、玉すだれ」
●来日　ブルガリア/マィヤ・ペトロヴァ氏　『エル
マーのぼうけん』美術打ち合わせで。　８／１６～２１
●参加　ブルガリア/「国際人形劇フェスティバル　
ゴールデンドルフィン」　１０／１～７　小梛田美子、
伊井治彦、石田律子

•2018
●訪問　チェコ/アルファ人形劇場『ファウスト博士』
公演打合せ　２／４～３／６　山口遥子
●＜世界の人形劇シリーズ 特別公演No.30＞　
オランダ/レヨ『Hands up！』　上演２／１８
●訪問　オランダ/ネヴィル･トランター氏アトリエを　
３／１７～１８　山口遥子
●来日　アネッテ･ダプス氏（ドイツ/FIDENAフェス
･ディレクター） 、　ヤクブ･ホラ氏（チェコ/ピルゼン
SKUPOVAフェス）　４／７～１７

●＜世界の人形劇シリーズNo.24＞ フランス/ポ
リーナ･ボリソバ『GO !』 上演１１／２５、２６　全国ツアー

●訪問　アメリカ/ニューヨーク州在住の『エルマー
のぼうけん』原作者／ガネットさんを　１０／６～１２
西本勝毅、最上亜矢子　（詳細ｐ３５参照）
●上演参加　韓国/「春川国際人形劇フェスティバル」
　『ねずみくんのチョッキ』『いっぽんばしわたる』　
ワークショップも開講　１０／１１～１５　岡本和彦、早川
百合子、吉川安志、山越美和、井上彩香、伊井治彦

●滞在　ブルガリアよりマィヤ・ペトロヴァ　『エル
マーのぼうけん』、『カモメに飛ぶことを教えたドラ猫
の物語』美術製作のため　１／４～３／２０　
●人材交換　『カモメに飛ぶことを教えたドラ猫の物
語』　打合せの為ブルガリアへ １／９～２４ 石田律子
人形製作日本に １／２０～２／１１ ガンカ・キリロバ
●＜世界の人形劇シリーズ 特別公演No.28＞　イス
ラエル/ザ･キーシアター　上演２／１９
●ブルガリア×プーク共同制作公演　『カモメに飛ぶ

ことを教えたドラ猫の物語』　上演３／１０、１１
ブルガリアより滞在　２／２０～３／１３　カティア・ペト
ロヴァ（演出）、マィヤ・ペトロヴァ（美術）、キリアコス・
アルギュロプロス（制作）、ストヤン・ロヤノフ（音楽）、
マリエタ・ペトロヴァ（俳優）、ルーメン・ウグリンスキ
イ（俳優）　（関連記事ｐ３４）
●会議　ドイツ/ボーフム市　ウニマ評議会に　５／１
３～１６　小梛田美子、川尻麻美夏、山口遥子
●参加　チェコ/「ピルゼン・スクポヴァ・フェス２０１８」 
６／１０～１９　伊井治彦、石田律子、山口遥子
●上演参加　韓国/「第２９回 アジア一人劇祭」　
『プー吉･チビの開幕劇』『車人形・かっぽれ』『玉すだ
れ』　８／３～５　佐久間弥生、川尻麻美夏
●来日　エレナ･パナヨトーヴァ（ブルガリア）打合せ
●来日　『エルマーのぼうけん』原作者ルース・S・ガ
ネット　７／２６～８／７
●＜世界の人形劇シリーズ 　No.29＞　チェコ/アル
ファ劇場『三銃士』　上演８／１０、１１　全国ツアー

●来日　カティア・ペトロヴァ、ストヤン・ロヤノフ　
８／１３～９／８
●第２１回海外公演　クロアチア／ブルガリアツアー
　９／１４～２６　（詳細ｐ３4参照）
●訪問 ドイツ/メネケン人形劇場 ９／２８ 小梛田美子
●参加　スペイン/トローサ国際人形劇フェスティバ
ル　1１／２２～３０　小梛田美子

●研修生 ルーカス･フランケン（ドイツ） ７／１～８／２５
●来日　マリエタ･ペトロヴァ（ブルガリア）　
●＜世界の人形劇シリーズ No.31＞　オランダ/ネヴィ
ル･トランターの世界　上演７／２９～８／１
●参加 ブルガリア／プロブディフ ９／１８～２４ 小梛田
美子、伊井治彦、亀井佑子、石田律子、山口遥子、西川
古柳、西川柳玉

●＜世界の人形劇シリーズ 特別公演No.32＞チェコ/
アルファ劇場『ファウスト博士』『ドン･ファン』　上演１０
/２３、２４
●参加　スペイン/トローサ国際人形劇フェスティバ
ル　1１／２３～１２／４　小梛田美子　

　プークは１９６５年のＮＨＫ教育テレビ『エルマーのぼうけん』放送に関わった
ことをきっかけにその内容に惚れ込み、ぜひ舞台公演も行いたいと同年には初
演を果たしました。それ以降も再演を重ねプークの記念碑的作品となっていま
すが、劇団創立９０周年に向けて新たに作り直す事を決め、ちょうど出版７０周
年を迎えたアメリカでは原作者のガネットさんが元気に暮していらっしゃるこ
とを知り、ぜひ一度お会いしたいと制作チームがイサカのご自宅を訪ねること
になりました。
　ガネットさんは実に、あたたかな春の日の陽だまりのような人でした。自然
の恵みと手の温もりが、その暮らしぶりから、何よりガネットさん自身が纏う
柔らかな佇まいから感じられました。庭に生ったオレンジの実、地元で作られ
たチーズ、手作りのパンにジャム、木材を切ったり、色を塗ったり必要なもの
を作り直すためのたくさんの道具。アイデアとユーモアに溢れた生活と、たま
に見せる子どものような表情に、私たちはいつしかエルマー少年を重ねその人
柄に魅了されていきました。
　ガネットさんのことをもっとたくさんの人に知ってほしいという願い、そし
てプークが『エルマーのぼうけん』を愛し、作り続ける熱い思いが届き、つい
にガネットさんの来日と観劇が実現しました。日本滞在中は取材やイベントで
大変なスケジュールだったにもかかわらず、体調管理のため同行した二人の娘
さんと共に、いつもにこやかに冗談を言い合ったり、私たちを気遣って下さっ
たりと、ガネットさんたちのフォローには何度助けられたかわかりません。満
席の紀伊國屋ホール、ガネットさんの登壇は舞台のライトが要らない程に会場
中を照らしてみせました。まるでガネットさんの中のエルマー少年が、私たち
一人ひとりの心に、小さな太陽を宿してくれたような、そんな瞬間だったのです。
　舞台上を駆け回るねずみの動きや、いのししの登場には声を上げて笑ってい
らっしゃいました。今年９６歳を迎えられたガネットさん。私たちはいつまでも、
心からの尊敬と親愛の気持ちを贈りたいと思います。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制作部・最上亜矢子

■ソフィア人形劇場×プーク共同制作公演
『カモメに飛ぶことを教えたドラ猫の物語』
“The Story of the Seagul and the Gang of Tomcat”
2018年3月日本公演と9月の海外公演ツアー

■２０１８年８月ルース・S・ガネットさん来日
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　１９５８年、川尻泰司 (元劇団代表 )がブカレストで開催された国際フェスに参加した折、
ブルガリア代表だった N･ゲオルギエヴァ氏と出会ったことから、ブルガリアとの密な国
際交流が始まりました。ブルガリアの作品やアーティストの招聘から、プークのブルガ
リア公演、劇団員のブルガリア国立映画演劇アカデミー（NATFIZ) への留学など多岐
に亘る交流の中で、２００９年にはブルガリア共和国文化大臣よりプークに“ブルガリア
文化の発展と功績に対して”表彰状が贈られました。そのことも後押しとなり、ブルガ
リア大使館からの声かけでソフィア人形劇場との共同制作が決まりました。
　２０１８年３月『カモメに飛ぶことを教えたドラ猫の物語』のソフィア人形劇場とプー
クの共同制作公演に向け、ブルガリアよりスタッフ・俳優総勢７名を招聘。プーク人形
劇場制作、劇団プーク出演、スタジオ･ノーヴァ美術製作とプーク３セクションの総力を
挙げ取り組みました。そして、９月ブルガリア /ソフィアでも共同公演を実現しました。
　ソフィアでの公演が決まり、時を同じくして「PIF 国際人形劇フェスティバル」から
久しぶりにプークへの招待が届き、ザグレブ～ブルガリアのツアーとして準備が進めら
れました。「PIF」は回を重ねること５２回目。フェスがザグレブの街にしっかりと根を
下ろしていることがわかります。劇場からスタートする人形パレードに、街の人々が暖
かく手を振って下さいました。
　ソフィアでは、「ソフィア人形劇場」を拠点に開催している「パペット・フェア国際人
形劇フェスティバル」のプログラムとして、『カモメに飛ぶことを教えたドラ猫の物語』
を公演。三月に東京で幕を開けたスタッフ・俳優と再会。演出のカティア・ペトロヴァ
さんの開演時間ギリギリまでの指摘と励ましを受けての幕開け。半年ぶりのアンサンブ
ルで“合わせ稽古”もままならずではありましたが、満席のお客様からの拍手の嵐に胸
が熱くなる一幕でした。

2018/3月『カモメに飛ぶことを教えたドラ猫の物語』　　　写真/あがた・せいじ2018/3月『カモメに飛ぶことを教えたドラ猫の物語』　　　写真/あがた・せいじ

⑤アメリカ訪問、ガネットさんのお宅で。左よりガネットさん、

最上、通訳として同行していただいた前沢明枝さん。

⑥ガネットさんを囲んでエルマーたちと。

⑦空港でガネットさんをお出迎え。

⑧8月4日 ガネットさんとパネルディスカッション。
右側に前沢さん、ガネットさんの両脇にアメリカより同行された

娘さんたち、左より演出の柴崎喜彦、児童文学者の渡辺鉄太さん

（『エルマーのぼうけん』を翻訳された渡辺茂男氏長男）。

•2019

①

②

③

④

⑤ ⑥

⑦

⑧

ガネットさん ～愛すべきわたしの女神～

クロアチア、ブルガリアツアー　〈日程：９月１４日～２６日〉
メンバー／佐藤達雄、小梛田美子、市橋亜矢子、吉川安志、伊井治彦、小原美紗、坂上浩士、
小立哲也、石田律子、白岩七瀬、阿部千賀子（第一ステージサービス）、あがたせいじ（写真家）

【第５２回 PIF国際人形劇フェスティバル】（クロアチア /ザグレブ）
　１５日 パレード参加、１６日 伝統人形芝居WS、１７日 伝統人形芝居公演
【第１０回 ソフィアパペット・フェア】（ブルガリア /ソフィア）
　２０日　伝統人形芝居WS、２２日『カモメに飛ぶことを教えたドラ猫の物語』公演
【プロブディフ公演】（ブルガリア /プロブディフ）
　２３日　伝統人形芝居公演 +WS

①製作中のマィヤさん、ノーヴァにて
②クロアチア、オープニングパレードで町の人と交流。
③ミニワークショップで車人形を体験してもらう。
④ブルガリア公演後、スタッフ、出演者と。


